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【年通号数】公開・登録公報2015-011
【出願番号】特願2014-552394(P2014-552394)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ   7/005    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月24日(2015.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周波数領域における時間領域信号の干渉成分の、周波数領域における干渉除去のための
方法であって、
　送信デバイスによって送信された波形を含む時間領域シーケンスを受信することと、
　前記時間領域シーケンスから複数の重複時間領域セグメントを生成することと、
　前記複数の重複時間領域セグメントの周波数領域表現を備える周波数領域セグメントを
生成するために、前記複数の重複時間領域セグメントを前記周波数領域に変換することと
、
　前記周波数領域セグメントを周波数領域メモリに記憶することと、
　前記周波数領域メモリに記憶された前記周波数領域セグメントから前記干渉成分を直接
除去することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記複数の重複時間領域セグメントを生成することが、前記時間領域シーケンスに対し
て重複および保存オペレーションまたは重複および追加オペレーションを実行することを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記周波数領域セグメントのうちの１つから第１の複数のサンプルを等化することと、
　前記第１の複数の等化されたサンプルを前記時間領域に変換することと、
　前記時間領域中の前記第１の複数の等化されたサンプルから前記送信された波形の推定
値を取得することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の複数のサンプルに関連するキャリア周波数オフセットを判断することと、
　前記第１の複数のサンプルを等化することより前に、前記キャリア周波数オフセットを
補償することと
をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記受信された時間領域シーケンスの周波数領域推定値を生成するために、前記送信さ
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れた波形の前記推定値に、前記送信デバイスへの通信チャネルリンクに関連する推定周波
数応答を乗算することによって、前記送信された波形の前記推定値を前記周波数領域に変
換することと、
　前記周波数領域メモリに記憶された前記周波数領域セグメントから、前記受信された時
間領域シーケンスの前記周波数領域推定値を減算することによって、前記周波数領域にお
いて前記周波数領域メモリに記憶された前記周波数領域セグメントから前記干渉成分を直
接除去することと
をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記干渉成分が同一チャネル干渉を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記干渉成分がマルチパス干渉を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　コンピュータ上で実行されるとき請求項１乃至７のうちのいずれか１つにしたがって前
記方法のステップを行う記憶された命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項９】
　周波数領域における時間領域信号の干渉成分の、周波数領域における干渉除去のための
装置であって、
　　送信デバイスから送信された波形を含む時間領域シーケンスを受信することと、
　　前記時間領域シーケンスから複数の重複時間領域セグメントを生成することと、
　　前記複数の重複時間領域セグメントの周波数領域表現を備える周波数領域セグメント
を生成するために、前記複数の重複時間領域セグメントを前記周波数領域に変換すること
と、
　　前記周波数領域セグメントを周波数領域メモリに記憶することと、
　　前記周波数領域メモリに記憶された前記周波数領域セグメントから前記干渉成分を直
接除去することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサがさらに、前記時間領域シーケンスに対して重複および保存オペレーシ
ョンまたは重複および追加オペレーションを実行することによって前記複数の重複時間領
域セグメントを生成するように構成された、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサがさらに、
　前記周波数領域セグメントのうちの１つから第１の複数のサンプルを等化することと、
　前記第１の複数の等化されたサンプルを前記時間領域に変換することと、
　前記時間領域中の前記第１の複数の等化されたサンプルから前記送信された波形の推定
値を取得することと
を行うように構成された、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサがさらに、
　前記第１の複数のサンプルに関連するキャリア周波数オフセットを判断することと、
　前記第１の複数のサンプルを等化することより前に、前記キャリア周波数オフセットを
補償することと
を行うように構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記プロセッサがさらに、
　前記受信された時間領域シーケンスの周波数領域推定値を生成するために、前記送信さ
れた波形の前記推定値に、前記送信デバイスへの通信チャネルリンクに関連する推定周波
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数応答を乗算することによって、前記送信された波形の前記推定値を前記周波数領域に変
換することと、
　前記周波数領域メモリに記憶された前記周波数領域セグメントから、前記受信された時
間領域シーケンスの前記周波数領域推定値を減算することによって、前記周波数領域メモ
リに記憶された前記周波数領域セグメントから前記干渉成分を直接除去することと
を行うように構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記干渉成分が同一チャネル干渉を備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　前記干渉成分がマルチパス干渉を備える、請求項９に記載の装置。
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